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３．「何を怖れる」上映会＆トーク 

 映画「何を怖れる フェミニズムを生きた女たち」を上映後、松井久子監督（代表作「ユキエ」、「折

り梅」、「レオニー」）によるトークを行いました。 

 

～映画「何を怖れる フェミニズムを生きた女たち」について～ 

  この映画はフェミニズムを題材としたドキュメンタリー映画です。舞台は 1970 年代。人権を勝ち

取り、平和を実現するために果敢に取り組んだ女性たちがいました。映画の中の女性たちは、かつて

20 代、30代だったころ、悩み苦しみながらも、それぞれの生きづらさをバネにしてきました。エネ

ルギッシュな彼女たちの姿は今を生きる私たちにも勇気を与えてくれます。 

 

 ○日時  12 月５日（土）・13:30～16:30（開場 13:00、上映時間 115 分） 

 ○場所  綾歌総合文化会館アイレックス小ホール 

○参加者 79 人 

○託児  なし 

○内容  13:00     開場 

     13:30～15:25  上映(115 分) 

     15:25～15:40  休憩 

     15:40～16:30  監督トーク＆会場からの質疑応答 

     16:30     終了 

○主催  丸亀市飯綾商工会女性部 

○協力  香川県青少年育成アドバイザー協議会 

 

  

  《プロフィール》 

●松井 久子（まつい ひさこ）さん   映画監督/プロデューサー 

1946 年生まれ、東京都出身。 

早稲田大学文学部演劇科卒業後、雑誌ライター、俳優のマネージャー、テレビドラマ・ドキュ

メンタリー番組のプロデューサーを経て、1998 年『ユキエ』で映画監督デビュー。 

2002 年には 2作目『折り梅』が劇場公開され、全国で自主上映会が活発に行われた。2年間で

100 万人の動員を果たし、2010 年 11 月全国劇場公開。 

日米合作の第３作『レオニー』は 2010 年に公開され、芸術家イサム・ノグチの母を描いた。 

2015 年 2 月には、初のドキュメンタリー映画『何を怖れる フェミニズムを生きた女たち』が

公開され、国内外で高い評価を得ている。 
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チラシ（表） 
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チラシ（裏） 
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４．岡田コミュニティ男女共同参画セミナー 

 ○日時  12 月 12 日（土）・10：00～11：30 

 ○場所  岡田コミュニティセンター 

 ○参加者 122 人 

 ○託児  なし 

 ○内容  10：00～10：30 男女共同参画室による話 

              「未来を作る男女共同参画」 

10：30～11：30 高松さんかくゆめ一座による寸劇 

「詐欺もいろいろ、さんかくで撃退！」 

   

      ～高松さんかくゆめ一座について～ 

       高松さんかくゆめ一座は、男女共同参画を身近なテーマで分かりやすく理解してもらお

うと、家庭生活のできごとを、讃岐弁で親しみやすくユーモラスに寸劇で表現するグルー

プです。15 名ほどいる一座の団員は高松市に在住。高松市男女共同参画センターを拠点に

高松市内外で出前講座を行っています。 

 

○主催  岡田コミュニティ 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


